
風の視覚化 
風の視覚化によって見出される可能性 

  

Wind visualization 

Potential to be found by wind visualization 
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１．研究目的 

風にまつわる文学表現や映像作品などが数多く

あるように、風そのものには人の心を動かすモメ

ントが数多く含まれている。にもかかわらず、他

の自然現象と比べて人々の生活の中で活躍する機

会はあまり多く見られない。そこで、視覚情報を

持たない風に媒体を与え視覚化した上でその性質

を観察、追求し、人々の生活とより近いところに

その叙情的な要素を具象化できる可能性を模索す

ることにした。 

 

２．調査内容  

 まずは身近な家電やインテリアから、風や空気

の流れを利用しているものとしてカテゴライズで

きるものをピックアップし、日常生活にどのよう

に溶け込んでいるかの調査を行った。 

結果として、一般家庭により多く取り入れられて

いるであろう以下の３種類が、現代の人々の生活

の中にある主な風の要素であると判断した。 

 

1） 扇風機 

 

回転する羽根によって風を発生させて涼感

を得る機器。 

 

2）加湿器 

 

室内気の加湿のために使う空気調和設備。 

 

3） エアコン 

 

 

 いずれの家電もあくまで環境を整えるためのもので

あり、風が風として取り込まれているような機能は備

わっていないことが伺える。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A2%A8


 風を風として感じるためには、視覚情報などの

具体的な感覚を備えておく必要がある。 

 

３．アイディア展開 

 風は元来視覚情報を持たない流動的なものであ

るため、実態を捉え観察するためには、風を視覚化

できる媒体を通して写真という形に収め、纏める

のが最適であると考え、写真撮影による資料収集

を行った。現段階では糸、布、草をそれぞれ 10～

20 枚ずつほど撮影している。 

 

    

 

    

 

 

４．現段階での最終提案 

300～500枚ほどの撮影した写真を纏めた風の資

料集を作成する。冊子のような形にするか否かは

検討中である。そこで纏めた写真から受け取った

インスピレーションを参考に、人々の生活に取り

入れられやすい成果物の提案を行 

う。 

 

 

 

 

 

 

 

５．今後の展開 

服の裾、火、波、髪 等、他10数種類のモチー

フの撮影を引き続き行い、撮影の成果を如何にし

ても最終提案物に落とし込むかの検討を行う。ま

た、アンケート等の調査や、文献等の資料収集を

行い、自身の考察以外の第三者の意見も研究に反

映させる。 


